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は
じ
め
に

川
端
川
康
成
は
一
八
九
九
(
明
治
三
十
二
)
年
に
、
大
阪
で
生
ま
れ
た
作
家
・

批
評
掌
亦
で
あ
る
。
代
表
作
に
日
本
の
美
し
さ
を
描
い
た
傑
作
『
雪
国
』
が
あ
り
、

昭
和
田
十
二
年
に
日
本
人
と
し
て
初
の
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。

一
九
中
U
二
(
昭
和
四
十
七
)
年
、
逗
子
の
仕
事
部
屋
で
自
ら
命
を
絶
っ
た
。
『
雪

国
』
?
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
で
有
名
な
川
端
康
成
は
、
文
壇
作
家
と
し
て
は
珍
し

く
数
多
く
の
少
女
小
説
を
残
し
て
い
る
。
川
端
が
少
女
雑
誌
に
掲
載
し
た
作
品

は
全
部
山
で
五
十
作
品
。
内
、
少
女
小
説
と
し
て
書
か
れ
た
作
品
は
二
十
三
作
品

で
あ
ず
旬
。
本
論
文
で
は
、
こ
の
二
十
三
作
品
に
着
目
し
、
川
端
の
描
い
た
少
女

小
説
の
傾
向
を
探
る
こ
と
と
す
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
多
く
の
川
端
作
品
に
は
代
作
の
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
た

め
百
ー
ハ
1
1
セ
ン
ト
川
端
の
書
い
た
も
の
と
吾
一
守
つ
こ
と
が
出
来
な
い
。
そ
れ
で
も
、

『
乙
女
の
港
』
『
花
日
記
』
の
代
作
者
・
中
里
恒
子
と
川
端
の
往
復
書
簡
か
ら
、

代
作
は
ゴ
ー
ス
ト
ラ
イ
タ
ー
と
い
う
役
割
よ
り
は
、
師
弟
関
係
に
近
い
と
言
う

こ
と
、
か
で
き
た
。
強
い
信
頼
関
係
の
上
で
の
代
作
は
、
単
な
る
名
前
貸
し
と
は

異
な

n
j、
と
れ
ら
の
代
作
と
言
わ
れ
て
い
る
作
品
の
中
に
も
、
川
端
の
少
女
小

イ左

藤

衣

盲
ア『ず

説
に
対
す
る
想
い
が
詰
っ
て
い
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

本
論
で
は
『
小
公
女
』
の
翻
訳
に
着
目
し
、
伊
藤
整
と
の
翻
訳
比
較
を
通
し
て

川
端
の
描
き
出
そ
う
と
し
た
「
少
女
像
」
を
究
明
し
て
い
く
。
川
端
は
一
九
五

三
(
昭
和
二
十
八
)
年
六
月
、
野
上
彰
と
の
共
訳
で
『
小
公
女
』
を
発
表
し
て

いず
Q

。
本
論
の
一
章
で
は
川
端
の
少
女
小
説
の
傾
向
を
探
り
、
二
章
で
「
小
公
女
」

を
中
心
と
し
て
川
端
の
描
く
「
少
女
像
」
に
着
目
し
、
三
章
に
お
い
て
中
里
恒

子
と
の
関
係
か
ら
川
端
の
代
作
に
つ
い
て
そ
の
真
相
を
み
る
と
共
に
、
川
端
が

少
女
小
説
界
に
伝
え
よ
う
と
し
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
本
論
で
探
っ
て
い
く
こ
と
に

す
る
。
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川
端
康
成
の
少
女
小
説

川
端
康
成
の
少
女
雑
誌
掲
載
の
少
女
小
説
作
品
数
が
二
十
三
作
品
と
い
う
こ

と
は
先
述
し
た
通
り
で
あ
る
が
、
そ
の
内
訳
を
詳
し
く
見
て
い
く
と
「
少
女
倶

楽
部
」
「
少
女
の
友
」
へ
の
掲
載
が
突
出
し
て
多
い
。
「
少
女
倶
楽
部
」
に
掲
載

さ
れ
た
小
説
は
九
作
品
、
「
少
女
の
友
」
に
は
七
作
品
と
や
や
「
少
女
倶
楽
部
」



が
多
い
も
の
の
、
ほ
ぼ
同
数
の
作
品
数
で
あ
る
。

「
少
女
倶
楽
部
」
と
「
少
女
の
友
」
は
昭
和
期
の
二
大
少
女
雑
誌
と
し
て
少

女
達
か
ら
多
く
読
ま
れ
て
い
た
雑
誌
で
あ
る
一
。
大
正
期
に
は
「
少
女
世
界
」
(
博

文
館
)
、
「
少
女
画
報
」
(
東
京
社
)
、
「
少
女
の
友
」
(
実
業
之
日
本
社
)
の
人
気

が
高
か
っ
た
も
の
の
、
昭
和
に
入
り
女
学
生
の
数
が
次
第
に
増
加
し
て
い
く
に

伴
い
「
少
女
倶
楽
部
」
(
大
日
本
雄
弁
会
講
談
社
)
の
勢
い
が
増
し
た
。
『
日
本

出
版
史
料
第
九
号
』
(
日
本
エ
デ
ィ
タ

l
ス
ク
ー
ル
、
二

O
O四
年
五
月
)
で
は
、

明
治
・
大
正
期
に
数
多
く
創
刊
さ
れ
た
少
女
雑
誌
は
昭
和
六
年
の
満
州
事
変
以

降
、
軍
当
局
の
監
視
下
に
お
か
れ
、
内
容
が
軍
固
化
し
て
い
く
と
共
に
雑
誌
の

統
合
改
廃
が
進
め
ら
れ
た
た
め
、
東
京
社
の
「
少
女
画
報
」
が
昭
和
十
七
年
三

月
に
「
少
女
の
友
」
と
合
併
さ
れ
、
残
っ
た
雑
誌
が
「
少
女
倶
楽
部
」
と
「
少

女
の
友
」
の
二
誌
と
な
っ
た
と
書
か
れ
て
い
る
。

な
ぜ
こ
の
二
誌
が
残
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
「
少
女
倶
楽
部
」
は

大
正
十
二
年
に
「
お
も
し
ろ
く
て
た
め
に
な
る
」
編
集
意
図
の
も
と
創
刊
さ
れ

た
少
女
雑
誌
で
、
長
編
小
説
や
現
実
の
生
活
性
を
含
ん
だ
小
説
が
多
い
の
が
特

徴
で
あ
る
こ
。
『
日
本
出
版
史
料
第
九
号
』
か
ら
「
少
女
倶
楽
部
」
一
九
二
九
年

一
月
号
「
編
輯
局
か
ら
」
に
掲
載
さ
れ
た
文
章
を
引
用
す
る
。

少
女
雑
誌
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
少
女
倶
楽
部
ほ
ど
、
面
白
く
て
、
リ

ツ
パ
の
雑
誌
は
ゼ
ツ
タ
イ
に
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
一
冊
読
ん
だ
だ
け
で
、

ド
レ
ほ
ど
為
め
に
な
る
か
知
れ
ま
せ
ん
。
(
中
略
)
一
冊
で
そ
ん
な
に
為
め

に
な
る
の
で
す
か
ら
、
つ
づ
け
て
読
ん
で
ゐ
た
ら
女
学
校
卒
業
と
同
じ
ぐ

ら
ゐ
の
実
力
が
つ
く
と
い
は
れ
て
ゐ
ま
す
。
学
校
へ
行
っ
て
ゐ
る
人
は
キ

ッ
ト
優
等
生
に
な
れ
ま
す
。
(
中
略
)
一
ヶ
月
僅
か
五
十
銭
で
、
一
生
役
に

立
つ
智
識
が
色
々
と
憶
え
ら
れ
る
の
だ
か
ら
、
こ
れ
ほ
ど
ト
ク
の
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
言
葉
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
「
少
女
倶
楽
部
」
は
女
学
校
教
育
に
匹
敵

す
る
知
識
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
植
っ
て
い
る
。

一
方
、
「
少
女
の
友
」
は
明
治
四
十
一
年
創
刊
の
四
十
八
年
と
い
う
非
常
に
長

い
歴
史
を
持
つ
少
女
雑
誌
で
あ
る
。
「
少
女
雑
誌
ら
し
い
」
雑
誌
を
編
集
方
針
に

し
、
竹
久
夢
二
や
中
原
淳
一
な
ど
ス
タ

l
画
家
を
生
み
出
し
た
三
。
雑
誌
の
方

針
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
「
少
女
倶
楽
部
」
と
「
少
女
の
友
」
で
は
タ
ー
ゲ
ッ
ト

が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
。
「
少
女
倶
楽
部
」
が
小
学
校
高
学
年
か
ら
女
学
校
低
学
年

向
け
な
の
に
対
し
て
「
少
女
の
友
」
は
女
学
校
高
学
年
以
上
の
年
上
を
対
象
と

し
た
都
会
派
の
雑
誌
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
両
極
端
な
二
誌
だ
か
ら
こ
そ
、

雑
誌
が
絞
り
込
ま
れ
た
昭
和
期
に
も
残
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
ろ
う
。

「
教
育
性
」
を
重
視
し
た
「
少
女
倶
楽
部
」
と
、
「
娯
楽
性
」
を
重
視
し
た
「
少

女
の
友
」
。
昭
和
の
二
大
雑
誌
と
言
わ
れ
て
い
た
こ
の
有
力
二
誌
に
川
端
は
期
間

を
変
え
て
作
品
を
掲
載
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
は
川
端
の
担
当
者
に

恵
ま
れ
な
か
っ
た
と
い
う
不
遇
な
背
景
が
あ
っ
た
。
中
嶋
展
子
氏
は
、
「
『
学
校

の
花
』
ま
で
書
き
き
っ
た
頃
、
担
当
者
の
不
在
に
あ
っ
た
事
を
知
る
事
が
で
き

る
。
し
ば
ら
く
少
女
小
説
か
ら
離
れ
た
の
は
、
担
当
者
の
不
在
と
か
か
わ
っ
て

い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
」
と
述
べ
四
、
『
川
端
康
成
選
集
』
第
五
巻
(
一
九
二

四
年
十
月
、
改
造
社
)
に
掲
載
さ
れ
た
川
端
の
「
あ
と
が
き
」
を
引
用
し
て
い

る
。
「
『
学
校
の
花
』
の
出
来
た
頃
、
私
の
掛
り
の
『
少
女
倶
楽
部
』
記
者
藤
本

一
二
三
氏
は
出
征
中
、
藤
本
氏
に
次
い
で
私
掛
り
の
斉
藤
喬
孝
氏
は
病
没
し
た
。
」

と
川
端
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
「
少
女
倶
楽
部
」
へ
の
掲
載
が
な
く
な
っ
た
の

は
川
端
の
意
思
と
は
関
係
な
く
、
た
だ
単
に
担
当
者
が
い
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
た
め
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
「
少
女
の
友
」
へ
と
活
躍
の
場
を
変

po 
Fhυ 



え
た
川
端
で
あ
る
が
、
こ
の
経
緯
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

川
端
の
少
女
小
説
作
品
を
通
読
し
て
い
る
中
で
、
雑
誌
の
傾
向
に
合
わ
せ
て

小
説
の
傾
向
も
異
な
っ
て
い
る
、
と
い
う
一
つ
の
特
徴
に
気
付
く
こ
と
が
で
き

た
。
そ
の
特
徴
は
、
先
述
し
た
雑
誌
の
傾
向
の
違
い
か
ら
く
る
も
の
で
あ
る
と

言
え
る
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
「
少
女
倶
楽
部
」
掲
載
作
品
は
「
教
育
性
」
、
「
少
女

の
友
」
掲
載
作
品
は
「
娯
楽
性
」
に
傾
い
て
い
る
、
と
い
う
仮
説
の
も
と
作
品

を
探
っ
て
い
く
。

「
少
女
倶
楽
部
」
掲
載
作
品
は
『
愛
犬
エ
リ
』
『
開
校
記
念
日
』
『
夏
の
宿
題
』

『
学
校
の
花
』
『
蓄
積
の
家
』
『
駒
鳥
温
泉
』
『
弟
の
愛
犬
』
『
翼
に
の
せ
て
』
『
コ

ス
モ
ス
の
友
』
。
『
学
校
の
花
』
を
除
く
全
て
の
作
品
は
、
小
学
生
が
主
人
公
で

あ
っ
た
り
、
小
学
校
が
舞
台
で
あ
っ
た
り
す
る
。
「
教
育
性
」
と
い
う
雑
誌
の
方

針
が
ど
の
よ
う
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
か
検
討
す
る
。
「
少
女
倶
楽
部
」
に
は
「
教

科
書
」
の
内
容
が
ふ
ん
だ
ん
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
中
嶋
展
子
氏

の
論
文
に
詳
し
い
。
そ
こ
で
今
回
本
論
文
で
は
主
人
公
の
性
格
に
注
目
し
て
い

/¥。

「
少
女
倶
楽
部
」
が
「
教
育
性
」
を
重
視
す
る
の
で
あ
る
な
ら
、
登
場
人
物
、

特
に
主
人
公
は
「
模
範
的
」
な
生
徒
で
あ
る
必
要
が
あ
る
。

『
愛
犬
エ
リ
』
の
主
人
公
は
綾
子
と
い
う
女
の
子
で
あ
る
。
父
の
土
産
話
の

「
盲
導
犬
」
に
感
動
し
、
先
生
か
ら
譲
り
受
け
た
犬
を
大
事
に
す
る
素
直
で
や

さ
し
い
子
で
あ
り
、
同
じ
く
「
犬
」
を
題
材
に
と
っ
た
作
品
『
弟
の
愛
犬
』
の

主
人
公
光
子
も
お
な
じ
く
動
物
を
大
切
に
す
る
や
さ
し
い
性
格
の
持
ち
主
で
あ

る。
学
校
の
中
で
の
友
情
を
題
材
に
し
た
作
品
、
『
開
校
記
念
日
』
『
学
校
の
花
』

『
コ
ス
モ
ス
の
友
』
の
主
人
公
の
性
格
は
、
人
間
ら
し
い
疑
う
心
を
持
ち
な
が

ら
も
、
か
わ
い
そ
う
な
子
の
た
め
に
働
く
こ
と
の
で
き
る
慈
善
の
心
を
も
っ
た

や
さ
し
い
子
ば
か
り
で
あ
る
。

そ
れ
か
ら
、
特
に
親
し
い
二
人
の
間
柄
の
友
情
を
題
材
に
し
た
作
品
、
『
夏
の

宿
題
』
『
駒
鳥
温
泉
』
『
翼
に
の
せ
て
』
『
コ
ス
モ
ス
の
友
』
は
友
人
を
思
い
や
る

や
さ
し
い
心
を
も
っ
た
主
人
公
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

『
蓄
額
の
家
』
は
益
田
先
生
と
い
う
大
人
が
主
人
公
の
た
め
、
今
回
は
省
略

す
る
が
、
こ
の
よ
う
に
、
作
品
の
題
材
は
異
な
る
が
、
主
人
公
の
少
女
達
は
み

ん
な
や
さ
し
さ
を
も
っ
た
素
直
な
少
女
で
あ
る
と
言
え
る
。
ま
さ
に
、
教
育
的
・

道
徳
的
な
物
語
の
主
人
公
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

小
学
生
が
主
人
公
の
「
少
女
倶
楽
部
」
に
対
し
て
、
「
少
女
の
友
」
の
掲
載
作

品
は
『
乙
女
の
港
』
『
夏
の
友
情
』
『
英
習
字
帖
』
『
花
日
記
』
『
試
験
の
時
』
『
兄

の
遺
曲
』
『
美
し
い
旅
』
と
、
全
て
女
学
生
が
主
人
公
で
あ
る
。
こ
の
特
徴
は
や

は
り
雑
誌
の
傾
向
の
違
い
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

「
娯
楽
性
」
を
重
視
し
た
誌
面
作
り
を
し
た
寸
少
女
の
友
」
に
は
、
や
は
り

女
学
生
た
ち
が
好
む
作
品
が
掲
載
さ
れ
た
。
今
度
は
作
品
の
テ

l
マ
を
み
て
い

く
こ
と
に
す
る
。
『
乙
女
の
港
』
や
『
夏
の
友
情
』
『
花
日
記
』
に
あ
ら
わ
れ
て

い
る
の
は
「
エ
ス
」
と
い
う
女
学
生
独
特
の
関
係
性
で
あ
る
。
エ
ス
と
は
、
問
E
2

(
英
語
)
の
頭
文
字
を
と
っ
た
も
の
で
、
上
級
生
と
下
級
生
が
親
し
い
間
柄
に

な
る
こ
と
で
あ
る
。
庇
護
者
で
あ
る
『
お
姉
さ
ま
』
と
守
ら
れ
る
側
の
『
妹
』

で
、
一
対
一
の
関
係
が
基
本
で
あ
っ
た
。
大
正
・
昭
和
の
女
学
生
の
聞
で
生
ま

れ
た
制
度
で
あ
り
物
語
中
の
架
空
の
制
度
で
は
な
く
実
際
に
女
学
生
の
間
で
流

行
し
て
い
た
。
ま
た
、
作
品
に
大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
訳
で
は
な
い
が
、
盲
・

聾
を
テ

l
マ
に
し
た
最
後
の
掲
載
作
品
『
美
し
い
旅
』
に
も
主
人
公
の
明
子
の

元
・
お
姉
さ
ま
が
聾
学
校
の
教
師
と
な
っ
て
「
め
く
ら
で
つ
ん
ぼ
」
の
花
子
の

手
助
け
を
す
る
。
「
お
姉
さ
ま
」
が
関
わ
っ
て
く
る
話
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
「
少
女
の
友
」
で
は
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
性
に
富
ん
だ
作
品

ワ
i
F
h
d
 



が
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。
読
者
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
女
学
生
が
読
ん
で
楽
し

め
る
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

以
上
か
ら
ま
と
め
る
と
、
川
端
は
雑
誌
の
傾
向
に
合
わ
せ
て
作
品
を
書
き
か

え
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
だ
ろ
う
。

他
に
も
川
端
は
「
少
女
世
界
」
「
若
草
」
「
令
女
界
」
に
作
品
を
出
し
て
い
た

が
、
こ
れ
ら
も
雑
誌
の
特
徴
に
合
わ
せ
た
作
品
に
な
っ
て
い
る
。
「
少
女
世
界
」

に
は
『
蓄
積
の
幽
霊
』
が
掲
載
さ
れ
た
。
こ
の
作
品
は
昭
和
二
年
十
月
に
掲
載

さ
れ
た
川
端
初
の
少
女
雑
誌
掲
載
作
品
で
あ
る
。
そ
し
て
昭
和
九
年
二
月
に
「
少

女
倶
楽
部
」
で
『
蓄
積
の
家
』
と
タ
イ
ト
ル
を
改
め
、
登
場
人
物
名
や
内
容
を

若
干
変
え
て
改
作
が
な
さ
れ
た
。
雑
誌
「
少
女
世
界
」
は
明
治
三
十
九
年
に
創

刊
さ
れ
た
少
女
向
け
児
童
雑
誌
で
あ
る
。
児
童
雑
誌
に
分
類
さ
れ
る
こ
と
か
ら

わ
か
る
よ
う
に
、
対
象
は
小
学
生
で
あ
る
。
こ
の
『
蓄
積
の
幽
霊
』
と
『
蓄
積

の
家
』
は
、
小
学
校
の
先
生
が
「
醤
蔽
の
家
」
と
呼
ば
れ
る
家
に
住
む
こ
と
に

な
り
、
そ
こ
で
起
こ
る
不
思
議
な
出
来
事
を
描
い
た
作
品
で
あ
る
。
「
少
女
世
界
」

の
『
蓄
積
の
幽
霊
』
が
そ
の
不
思
議
な
出
来
事
の
正
体
が
以
前
そ
の
家
に
住
ん

で
い
た
少
女
の
幽
霊
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
『
蓄
蔽
の
家
』
は
そ
の
亡
く
な
っ
た

少
女
を
今
で
も
大
切
に
思
う
芳
子
が
正
体
で
あ
っ
た
。
お
伽
噺
の
よ
う
な
『
蓄

額
の
幽
霊
』
を
「
少
女
倶
楽
部
」
で
は
少
し
現
実
味
を
お
び
た
作
品
と
し
て
書

き
か
え
ら
れ
た
。
「
少
女
世
界
」
は
『
日
本
近
代
文
学
大
事
典
』
で
「
児
童
雑
誌
」

と
分
類
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
「
少
女
倶
楽
部
」
よ
り
幼
年
向
け
の
雑
誌
で

あ
っ
た
と
推
測
で
き
る
。
そ
の
た
め
、
「
少
女
世
界
」
で
は
お
伽
噺
じ
み
た
作
品

だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

「
令
女
界
」
は
女
学
校
高
学
年

1
二
十
歳
前
後
の
未
婚
女
性
向
け
の
少
女
と

婦
人
の
中
間
雑
誌
で
あ
る
。
ま
た
「
若
草
」
は
創
刊
当
初
「
令
女
界
」
の
姉
妹

誌
と
し
て
作
ら
れ
て
い
る
た
め
、
「
令
女
界
」
同
様
に
若
干
大
人
向
け
の
雑
誌
で

あ
る
と
量
三
ん
る
。
そ
の
た
め
、
「
令
女
界
」
と
「
若
草
」
に
掲
載
さ
れ
た
作
品
に

は
「
男
女
の
恋
愛
」
が
題
材
と
な
っ
た
も
の
が
あ
る
。
「
令
女
界
」
に
掲
載
さ
れ

た
『
花
束
の
時
間
』
『
ポ
オ
ラ
ン
ド
の
踊
子
』
『
翼
の
持
情
歌
』
が
そ
れ
に
あ
た

る
。
「
少
女
倶
楽
部
」
や
「
少
女
の
友
」
に
は
男
女
の
恋
愛
は
テ

l
マ
に
さ
れ
た

こ
と
が
一
度
も
な
い
た
め
、
大
き
な
特
徴
と
言
え
る
。

「
若
草
」
に
は
作
品
が
全
部
で
二
十
六
作
品
あ
っ
た
。
じ
か
し
、
当
時
「
令

女
界
」
の
姉
妹
誌
と
し
て
創
刊
さ
れ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
創
刊
翌
年
か
ら
文
芸

雑
誌
と
し
て
分
類
さ
れ
た
た
め
、
「
少
女
雑
誌
」
と
分
類
す
る
の
は
は
ば
か
ら
れ

た
が
、
少
女
が
登
場
す
る
作
品
が
多
か
っ
た
た
め
、
「
少
女
小
説
」
と
云
守
え
る
作

品
が
あ
る
と
考
え
、
「
若
草
」
の
み
作
品
を
通
読
し
、
分
類
作
業
を
行
っ
た
。
分

類
す
る
際
に
は
「
読
者
が
少
女
と
し
て
想
定
さ
れ
て
い
る
」
こ
と
を
重
視
し
て
、

「
登
場
人
物
が
少
女
・
女
性
で
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
」
と
「
語
り
手
(
も
し

く
は
主
人
公
)
が
少
女
で
あ
る
こ
と
」
を
ポ
イ
ン
ト
と
し
、
二
十
六
作
品
の
内

二
作
品
を
残
す
こ
と
に
し
た
。
そ
の
二
作
品
は
『
ナ
ア
シ
ツ
サ
ス
』
と
『
女
学

生
』
で
あ
る
。
「
若
草
」
掲
載
作
品
は
全
体
的
に
暗
い
印
象
の
も
の
が
多
く
、
主

人
公
の
性
格
も
大
人
し
か
っ
た
り
、
陰
気
だ
っ
た
り
と
明
る
い
雰
囲
気
の
し
た

「
少
女
倶
楽
部
」
「
少
女
の
友
」
掲
載
作
品
と
は
毛
色
が
異
な
っ
て
い
た
。

川
端
が
雑
誌
ご
と
に
作
品
の
印
象
を
変
え
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
担
当
者

の
不
在
で
そ
の
雑
誌
に
掲
載
を
し
な
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、

雑
誌
の
編
集
者
に
合
わ
せ
て
執
筆
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
だ
ろ
う
。

ま
た
、
同
じ
時
期
に
違
う
雑
誌
に
掲
載
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
た

め
、
掲
載
雑
誌
を
手
掛
か
り
に
川
端
康
成
の
少
女
小
説
を
書
い
て
い
た
活
動
時

期
を
こ
の
よ
う
に
三
つ
に
分
け
た
。

口

6
F
h
u
 

期

始
動
時
代
(
一
九
二
七
/
昭
二

1
一
九
コ
二
/
昭
六
)



III II 
期期

「
少
女
倶
楽
部
」
時
代
(
一
九
三
二
/
昭
七

i
一
九
三
六
/
昭
十
二

「
少
女
の
友
」
時
代
(
一
九
三
七
/
昭
十
二

1
一
九
四
一
/
昭
十
六
)

初
期
の
み
「
少
女
世
界
」
「
若
草
」
「
令
女
界
」
と
雑
誌
が
混
在
し
て
い
た
も

の
の
、
中
期
、
後
期
に
入
る
と
「
少
女
倶
楽
部
」
「
少
女
の
友
」
と
雑
誌
が
固
定

さ
れ
、
作
品
の
傾
向
も
先
述
し
た
通
り
固
定
さ
れ
て
き
た
と
き
守
内
ノ
こ
と
が
で
き

る。

『
小
公
女
』
比
較

川
端
が
ど
の
よ
う
に
『
小
公
女
』
を
翻
訳
し
て
い
た
か
、
同
時
期
に
翻
訳

を
行
っ
て
い
た
伊
藤
整
の
『
小
公
女
』
と
の
比
較
に
よ
り
検
証
す
る
。
ま
た
川

端
が
描
き
出
そ
う
と
し
た
「
少
女
」
像
を
探
る
た
め
、
セ
!
ラ
像
に
着
目
し
て

い
く
。
な
お
、
比
較
に
あ
た
り
テ
キ
ス
ト
は
角
川
文
庫
版
(
川
端
康
成
・
野
上

彰
共
訳
)
と
新
潮
文
庫
版
(
伊
藤
整
訳
)
を
用
い
た
。

川
端
訳
で
は
「
か
わ
い
い
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
が
多
い
。
「
か
わ
い
い
」
と

い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
を
そ
の
性
質
か
ら
分
別
す
る
と
、

①
恒
三
∞
が
原
文
で
用
い
ら
れ
て
い
る
箇
所
を
「
か
わ
い
い
」
と
し
て
い
る

②
原
文
に
「
か
わ
い
い
」
と
い
う
表
記
は
な
い
が
、
川
端
が
付
け
加
え
て
い
る

こ
の
二
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
特
に
、
セ
!
ラ
に
関
す
る
部
分
に
つ
い

て
原
文
を
示
す
。

川
端
訳
「
そ
う
い
う
と
き
の
お
ま
え
は
、
と
て
も
か
わ
い
く
て
、
お
も
し

ろ
い
か
ら
な
ん
だ
よ
」

w
d
o
S
5
0
3¢
2
0
2
0
F
Pロ
当
日
5
ロ
ヨ
戸
H
S
M
L
F
O目
¥u(直
訳
五
あ
な

た
が
そ
れ
ら
を
話
す
と
き
は
と
て
も
面
白
い
か
ら
)

ピ
詳
目
。
な
ど
の
単
語
、
が
な
く
、
「
と
て
も
か
わ
い
く
て
」
に
あ
た
る
原
文
が
見

当
た
ら
な
い
た
め
②
に
な
る
。

川
端
訳
「
あ
な
た
が
、
わ
た
し
の
か
わ
い
い
子
ど
も
に
な
っ
て
、
ふ
た
り

で
遊
び
ま
し
ょ
う
ね
。
」

J
誤
認
巳
目
己
主
任
巳

W
0
5
m
g
B
W
E
E
o
m
E・3
(

あ
な
た
が
私
の
小
さ

な
女
の
子
で
私
た
ち
は
遊
び
ま
し
ょ
う
。
)

こ
の
部
分
は
ほ
ぼ
原
文
通
り
に
訳
し
て
い
る
。
ピ
立
目
。
を
「
か
わ
い
い
」
と

し
て
い
る
の
で
①
に
あ
た
る
。
し
か
し
、
伊
藤
は
こ
れ
を
「
お
母
さ
ま
ご
つ
こ

を
し
て
遊
び
ま
し
ょ
う
ね
。
」
と
意
訳
し
て
い
る
。

川
端
訳
「
こ
の
へ
や
は
、
こ
ん
な
に
、
か
わ
い
ら
し
く
て
、
ど
ん
な
も
の

よ
り
も
高
い
と
こ
ろ
に
あ
る
の
よ
。
」

J
t
m
m
o
r
E
o
g島
g
E
m
F
与
o
g
O
4
0
q
F
H
m
w
u
u
(
こ
れ
は
と
て
も
小

さ
く
、
そ
し
て
全
て
の
も
の
よ
り
上
の
高
い
の
で
す
。
)

こ
の
文
は
伊
藤
訳
で
は
、
「
小
さ
い
け
れ
ど
も
、
こ
の
室
が
い
ち
ば
ん
皆
の
上

に
あ
る
の
よ
」
と
な
っ
て
い
る
。
「
か
わ
い
い
」
と
す
る
か
「
小
さ
い
」
と
す
る

か
で
文
章
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
異
な
っ
て
い
る
。
川
端
訳
で
は

r
z
F
も
プ
ラ
ス

要
素
に
感
じ
ら
れ
る
が
、
伊
藤
訳
で
は
マ
イ
ナ
ス
要
素
に
感
じ
ら
れ
る
た
め
、

川
端
の
セ
!
ラ
の
方
が
前
向
き
な
少
女
に
感
じ
ら
れ
る
。

川
端
訳
「
セ

l
ラ
の
落
ち
つ
い
た
か
わ
い
い
顔
」

∞州
W
5
6
8自】
uomo品
目
比
巴
0
0
0戸
H
5
8
8
8
(
セ
l
ラ
の
落
ち
着
い
た
小

さ
な
顔
つ
き
)

川
端
訳
「
明
る
い
か
し
こ
そ
う
な
か
わ
い
い
顔
」

F03mHH件。同
F
2
σ
H
F
m
z
u
g
m
o門
戸

E
H
O
P
S
(あ
か
る
く
、
熱
心
な
小

さ
な
顔
)

川
端
訳
「
か
わ
い
い
笑
い
声
」

ハ
同
d

戸

h
u



任
。
ロ
耳
目
。

F
戸

H
m
F
(
そ
の
小
さ
な
笑
い
)

こ
れ
ら
は
全
て
ロ
詳
ぽ
を
「
か
わ
い
い
」
と
訳
し
て
い
る
。
し
か
し
、
次
の

文
は
ロ
E
O
で
は
な
く
ω
目
印
ロ
倉
島
ー
を
「
か
わ
い
い
」
と
し
て
い
る
。

川
端
訳
「
か
わ
い
い
顔
」

H
5
2
B
mロ
皆
同
町

F
0
0
(
彼
女
の
小
さ
な
暗
い
顔
)

川
端
訳
「
お
天
気
の
悪
い
日
な
ど
、
お
腹
を
す
か
し
た
み
な
し
子
た
ち
が

や
っ
て
き
た
ら
、
暖
か
い
パ
ン
を
や
っ
て
ほ
し
い
と
か
わ
い
ら
し
く
た
の

ん
だ
」
田向島
OHHO同
宮
巴
。

-ug匂
om巳
。
。
ロ
g
円
ロ
目
m
F
O
門戸同
o
m門戸
P
H
門F

3

8
島

何
回
日
記
門
司
君
3
p
m
H
H【ご
F
o
σ
5
5
・
(
ひ
ど
い
日
と
お
腹
の
す
い
た
浮
浪
児

と
パ
ン
に
関
し
て
ち
ょ
っ
と
し
た
企
画
を
作
っ
た
。
)

こ
の
文
は
「
ロ
Z
F
」
は
あ
る
も
の
の
、
原
文
を
み
る
と
「
か
わ
い
く
た
の
ん

だ
」
と
は
直
訳
で
は
導
き
出
し
に
く
い
。
そ
の
た
め
、
川
端
の
意
訳
に
な
る
と

言
え
る
。
こ
の
よ
う
に
セ

1
ラ
に
関
す
る
部
分
で
「
か
わ
い
い
」
と
い
う
言
葉
が
多
く

な
る
の
は
、
川
端
が
セ

l
ラ
を
「
か
わ
い
い
」
存
在
と
し
て
立
た
せ
た
か
っ
た

か
ら
だ
ろ
う
。

次
に
セ

l
ラ
の
言
葉
づ
か
い
に
注
目
し
て
比
較
す
る
。

川
端
訳
で
は
外
来
語
の
使
用
が
多
い
。
六
章
の
誕
生
日
会
の
前
の
シ

l
ン
を

引
用
し
比
較
す
る
。

(
川
端
訳
)
お
た
ん
じ
よ
う
日
は
、
み
ん
な
で
に
ぎ
や
か
に
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
た
。
教
室
は
飾
り
つ
け
ら
れ
、
ベ
川
升
ぺ
斗
銅
剖
引
叶
ー
が
あ
る

は
ず
だ
っ
た
。
オ
叶
剖
刈
叶
の
は
い
っ
た
い
ろ
い
ろ
な
箱
を
あ
け
る
と
き

は
、
お
お
は
し
ゃ
ぎ
し
、
ミ
ン
チ
ン
先
生
の
お
へ
や
で
は
、
す
て
き
な
ご

ち
そ
う
が
だ
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

(
伊
藤
訳
)
た
ん
じ
よ
う
日
に
は
、
皆
で
楽
し
く
遊
ぶ
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
教
室

に
飾
り
つ
け
を
し
て
、
お
招
待
を
す
る
の
で
あ
っ
た
。
お
く
り
も
の
を
入

れ
て
き
た
包
み
は
、
大
さ
わ
ぎ
を
し
て
あ
け
ら
れ
る
の
で
あ
っ
た
。
そ
し

て
、
ミ
ン
チ
ン
先
生
の
私
室
で
ご
ち
そ
う
が
だ
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

た。

(
原
文
)

-60 -

、
H4HHOr昨
什
何
回
門
田
町
凶
句
者
間
切
さ
ゲ
000Hoσ
同州円宮内同ゲ可
m
目黒

wmw仲
同

O
E
F〈
体

HOω
・↓
}Ho

mOHMS-H00日
調
印
ω
件。ぴ
O
門戸
0
0
0
5宮内
Y
E
H門田
F
O同
0
4
3
m
g
σ
o
n
也
記
許
可
・

寸

F
O
ゲ
O凶
2
0
0ロ
E
5
5
m
F
v
o
宮
120ロ
宮
君
。
同
。
件
。

σoo-uoロ
ぬ
門
戸
当
幹
F

m

判。仰け

8
5
B
Oロ
別
自
己

F
0
5
4
3
ω
件。ゲ
O何
w
m
E
Z
Eロ
m
p
g什∞同)同
Omw品

目
冨
百
ω
冨
包
の
E
ロw
∞
∞
仰
の
円
。
島
円
。
。
日
・

原
文
を
み
る
と
わ
か
る
よ
う
に
、
川
端
訳
で
は
「
パ
ー
テ
ィ
」
「
プ
レ
ゼ
ン
ト
」

な
ど
英
単
語
を
そ
の
ま
ま
カ
タ
カ
ナ
で
訳
し
て
い
る
の
に
対
し
、
伊
藤
訳
で
は

日
本
語
に
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
川
端
訳
よ
り
少
し
固
い
印
象
に
な
っ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
に
、
川
端
訳
で
は
外
来
語
が
多
く
用
い
ら
れ
、
伊
藤
訳
で
は
日

本
語
に
訳
し
な
お
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

セ
!
ラ
の
口
調
で
も
そ
れ
は
同
じ
で
あ
っ
た
。

一
章
を
見
る
と
、



(
川
端
訳
)

あ
ま
り
へ
ん
な
の
で
、
セ

l
ラ
は
、
制
と
う
さ
ま
の
ほ
う
へ
す
り
よ
っ
て
、

「
ベ
ベ
ー
ペ
ベ
」
と
、
さ
さ
や
く
よ
う
に
、
低
い
、
ふ
し
ぎ
な
声
で
、
言

っ
た
。

(
伊
藤
訳
)

あ
ま
り
へ
ん
に
思
わ
れ
た
の
で
、
サ
ア
ラ
は
父
の
ほ
う
に
か
ら
だ
を
す
り

ょ
せ
た
。

「
お
父
さ
ま
、
お
父
さ
ま
」
と
サ
ア
ラ
は
ま
る
で
さ
さ
や
い
て
い
る
よ
う

な
ブ
低
い
ふ
し
ぎ
な
小
声
で
言
っ
た
。

(
原
文
)∞z
p
s
E
岳
町
∞
O
M
E
N
N
Fロ
m
F巳
∞
宮
目
。
」
諸
島
己
。
ω
2
S
F
2

同
釦
け
何
回
。
同
・

公
司
者
向

w
u
u
u
ω
F
O
S
E
E
m
-
0
4点
目
百
件
。
同
F
o
g
-
E
Z
o
g
F
o
o
d『
E
O
F
4
3
ω

mw戸田
o
z
m
w
者
E
者
o
n
d
M者
mw・3

川
端
は
地
の
文
で
は
「
お
と
う
さ
ん
」
と
訳
し
て
い
る
が
、
セ

l
ラ
の
口
調

で
は
、
原
文
の
英
文
に
忠
実
に
「
パ
パ
」
と
訳
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
伊

藤
は
「
お
父
さ
ま
」
と
日
本
語
に
合
わ
せ
て
翻
訳
し
て
い
る
。

伊
藤
整
『
小
公
女
』
の
「
あ
と
が
き
」
に
次
の
よ
う
な
文
が
記
さ
れ
て
い
た
。

今
ま
で
に
出
た
『
小
公
女
』
の
お
話
は
、
み
な
簡
単
に
短
く
し
た
も
の

ば
か
り
で
し
た
。
わ
た
く
し
は
一
語
も
残
さ
ず
全
部
を
翻
訳
し
た
の
で
す

が
、
そ
れ
は
、
そ
れ
は
、
そ
う
い
う
こ
ま
か
い
と
こ
ろ
を
よ
く
読
ん
で
い

た
だ
き
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

右
の
文
章
よ
り
、
伊
藤
は
日
本
の
人
々
に
再
話
で
は
な
い
、
本
当
の
『
小
公

女
』
を
読
ん
で
欲
し
い
と
考
え
て
い
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
川

端
と
比
較
す
る
こ
と
で
伊
藤
は
あ
く
ま
で
も
日
本
人
が
読
み
や
す
い
日
本
語
で

訳
す
姿
勢
を
取
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

川
端
の
翻
訳
姿
勢
を
探
る
た
め
、
あ
と
が
き
を
見
る
こ
と
に
し
た
の
だ
が
、

文
庫
本
版
も
、
『
世
界
少
年
少
女
文
学
全
集
』
で
も
、
あ
と
が
き
は
共
訳
者
の
野

上
彰
氏
の
も
の
で
あ
っ
た
。
川
端
康
成
の
「
古
い
日
記
」
に
お
い
て
次
の
よ
う

な
日
記
が
あ
る
。

昨
日
、

E
上
氏
一
家
が
来
て
、
「
あ
し
な
が
お
ぢ
さ
ん
」
の
印
税
の
言
な

ど
。
子
供
た
ち
の
写
真
を
く
れ
る
。
(
昭
和
三
十
一
年
一
月
三
十
日
)

1
i
 

p
h
u
 

『
あ
し
な
が
お
じ
さ
ん
』
は
『
小
公
女
』
と
同
じ
よ
う
に
『
世
界
少
年
少
女

文
学
全
集
』
に
載
せ
ら
れ
た
野
上
彰
と
の
共
訳
の
作
品
で
あ
る
が
、
昭
和
三
十

年
十
二
月
に
初
版
が
発
行
さ
れ
た
た
め
、
翌
年
一
月
に
印
税
の
話
し
に
な
っ
て

い
る
の
だ
ろ
う
。
野
上
が
川
端
の
家
に
や
っ
て
来
る
と
い
う
点
か
ら
、
野
上
は

川
端
の
師
弟
関
係
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
三
章
で
論

じ
る
中
里
恒
子
の
よ
う
に
川
端
の
代
作
者
と
し
て
野
上
は
翻
訳
作
業
を
行
っ
た

の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
疑
問
が
あ
る
が
、
代
作
と
異
な
る
点
は
、
野
上
の
名

前
が
き
ち
ん
と
表
に
出
て
い
る
こ
と
、
「
あ
と
が
き
」
を
書
く
こ
と
で
野
上
の
方

が
中
心
と
な
っ
て
翻
訳
を
行
っ
て
い
た
と
周
囲
か
ら
見
て
も
わ
か
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
の
で
、
代
作
と
は
違
う
が
、
川
端
は
細
か
い
添
削
や
指
導
な
ど
行
っ

て
い
た
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
ら
れ
る
。



話
し
は
少
し
逸
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
川
端
は
野
上
に
大
ま
か
な
翻
訳
を
ま
か

せ
、
最
終
的
に
文
章
を
書
い
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、

中
里
恒
子
に
も
そ
の
よ
う
に
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
野
上
も
同
じ
よ
う
な
立
場

だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
外
来
語
を
最
終
的
に
採
用
し
た
の
は
川
端
で
あ
り
、
川
端
は
外
来

語
を
用
い
る
こ
と
で
、
よ
り
海
外
小
説
の
雰
囲
気
を
的
確
に
表
現
し
、
ま
た
、

セ
l
ラ
の
様
子
を
外
国
の
お
嬢
様
風
に
思
わ
せ
る
し
か
け
を
し
て
い
た
の
だ
ろ

五
つ
ノ
。

そ
し
て
、
次
の
文
章
に
注
目
し
て
欲
し
い
。
こ
れ
は
八
章
の
、
セ

l
ラ
が
一

文
無
し
の
孤
児
と
な
っ
た
後
、
今
ま
で
と
違
っ
て
貧
し
く
み
じ
め
な
生
活
を
強

い
ら
れ
て
い
る
時
の
文
章
で
あ
る
。

(
川
端
訳
)
「
兵
隊
さ
ん
は
、
不
平
な
ん
か
言
い
出
し
な
い
わ
」
と
、
い
つ
で
も
セ

i

ラ
は
小
さ
な
歯
を
く
い
し
ば
っ
て
、
「
わ
た
し
だ
っ
て
言
わ
な
い
つ
も
り
よ
。

い
ま
は
戦
争
し
て
い
る
つ
も
り
な
ん
で
す
も
の
」

だ
が
、
ヨ
ペ
制
対
的
引
料
け
税
対
叫
が
M
1サ
け
到
凶
ォ
討
対
U
討
似

制
割
引
ォ
版
科
は
引
封
叶
寸
は
封
寸
対
料

U
U同
掛
け
。

よ
く
あ
っ
た
。

傍
線
部
に
注
目
す
る
と
、
セ

l
ラ
像
が
よ
く
見
え
る
だ
ろ
う
。
川
端
の
セ

l

ラ
は
「
l
わ
」
「

1
よ
」
「

1
も
の
」
と
、
貧
乏
に
な
っ
て
も
お
上
品
な
言
葉
遣

い
の
ま
ま
で
あ
る
。
し
か
し
、
伊
藤
訳
で
は
「
言
い
や
し
な
い
わ
」
と
「
わ
」

を
使
っ
て
一
見
上
品
に
し
て
い
る
が
、
「
言
い
や
し
な
い
」
と
い
う
言
葉
は
語
気

が
荒
く
感
じ
ら
れ
、
そ
の
後
に
続
く
言
葉
も
意
地
っ
張
り
な
プ
ラ
イ
ド
の
高
さ

が
感
じ
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
川
端
の
セ

l
ラ
は
伊
藤
の
セ

l
ラ
よ
り
お
嬢
様

風
で
か
つ
上
品
な
か
わ
い
ら
し
さ
の
あ
る
少
女
と
結
論
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
波
線
部
を
見
る
と
、
川
端
訳
の
方
は
、
「
三
人
の
友
だ
ち
」
が
い
る
こ

と
が
喜
ば
し
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
伊
藤
訳
の
方
は
「
三
人
の
友
」
で
は
物

足
り
な
い
、
と
言
っ
た
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
原
文
で
は
次
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。

円
ノ
U
F
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(
し
か
し
、

三
人
の
人
々
が
い
な
か
っ
た
ら
、
彼
女
の
子
ど
も
心
は
孤
独
で
壊
れ
て
し

ま
っ
て
い
た
だ
ろ
う
と
き
が
あ
っ
た
。
)

つ
ま
り
、
伊
藤
の
「
や
さ
し
く
し
て
く
れ
る
人
が
い
な
い
の
で
」
は
意
訳
と

な
る
。
そ
し
て
、
そ
の
文
に
よ
っ
て
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
か
わ
っ
て
く
る
と
い
う
こ

と
か
ら
、
意
思
が
強
く
、
高
慢
な
セ

l
ラ
像
を
作
ろ
う
と
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

次
に
川
端
の
作
品
と
『
小
公
女
』
を
比
較
す
る
こ
と
で
川
端
の
『
小
公
女
』

に
対
す
る
思
い
を
見
て
い
く
。

『
学
校
の
花
』
は
昭
和
八
年
九
月

1
十
二
月
ま
で
「
少
女
倶
楽
部
」
に
連
載



さ
れ
た
川
端
の
少
女
小
説
で
あ
る
。
素
直
で
無
邪
気
な
主
人
公
千
花
子
が
夏
休

み
に
小
学
校
の
後
輩
、
行
雄
が
知
っ
た
か
わ
い
そ
う
な
芝
居
小
屋
の
「
鳩
使
い

の
少
女
」
、
小
夜
子
が
実
は
女
学
校
の
先
輩
、
清
水
さ
ん
の
生
き
別
れ
の
妹
だ
っ

た
、
と
い
う
話
で
あ
る
。
こ
の
四
人
の
登
場
人
物
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
『
小
公
女
』

と
繋
が
る
部
分
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。

ま
ず
は
主
人
公
の
千
花
子
で
あ
る
が
、
千
花
子
は
ユ
ー
モ
ア
の
あ
る
少
女
で

あ
る
。
セ
ー
ラ
は
お
話
上
手
な
少
女
で
あ
っ
た
。
清
水
さ
ん
が
お
地
蔵
さ
ま
に

か
け
る
誕
掛
を
毛
糸
で
作
っ
た
こ
と
に
対
し
て
千
花
子
は
「
お
地
蔵
さ
ま
だ
っ

て
、
き
っ
と
暑
が
る
わ
。
み
ん
な
赤
い
木
綿
で
作
る
ん
で
す
も
の
、
毛
糸
の
誕

掛
を
か
け
た
ら
、
西
洋
の
お
地
蔵
さ
ま
み
た
い
ち
ゃ
な
い
の
?
」
(
『
川
端
康
成

全
集
十
九
巻
』
六
一
五
五
頁
七
行
)
と
言
っ
て
清
水
さ
ん
を
笑
わ
せ
て
い
る
。

次
に
行
雄
で
あ
る
。
行
雄
は
貧
し
い
者
を
救
お
う
と
す
る
慈
悲
深
い
心
を
持

っ
て
い
る
。
「
だ
っ
て
、
と
て
も
可
哀
相
な
子
役
が
ゐ
る
ん
だ
よ
。
そ
の
子
は
ね
、

鳩
使
い
の
少
女
な
ん
だ
よ
。
僕
そ
の
子
を
助
け
出
し
て
や
る
ん
だ
。
」
(
一
五
六

頁
十
二
行
)
行
雄
の
こ
の
慈
悲
は
小
夜
子
へ
の
愛
情
か
ら
く
る
も
の
と
言
う
こ

と
も
で
き
る
が
、
「
可
哀
相
な
少
女
」
を
「
助
け
出
し
」
た
い
と
考
え
る
こ
の
心

は
セ

l
ラ
の
慈
悲
深
さ
と
繋
が
る
だ
ろ
う
。
セ

i
ラ
も
ま
た
慈
悲
深
い
少
女
で
、

学
校
で
ミ
ン
チ
ン
先
生
に
こ
き
使
わ
れ
て
食
べ
物
も
ろ
く
に
も
ら
え
な
か
っ
た

時
に
、
拾
っ
た
お
金
で
買
っ
た
ぶ
ど
う
パ
ン
を
自
分
も
お
腹
が
空
い
て
い
る
に

も
関
わ
ら
ず
、
「
こ
の
子
は
、
わ
た
し
よ
り
も
、
も
っ
と
ひ
も
じ
い
ん
だ
わ
。
う

え
て
い
る
ん
だ
わ
」
(
川
端
訳
『
小
公
女
』
十
三
章
)
と
自
分
を
な
ぐ
さ
め
乞
食

の
子
供
に
パ
ン
を
与
え
て
い
た
。

そ
し
て
清
水
さ
ん
は
、
理
由
は
セ

l
ラ
と
異
な
る
が
、
学
校
を
や
め
、
働
く

子
供
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
セ

l
ラ
は
学
校
の
小
さ
い
子
供
た
ち
の
、
清
水
さ

ん
は
弟
の
健
一
の
先
生
と
な
っ
て
い
る
。

最
後
に
小
夜
子
で
あ
る
。
小
夜
子
は
父
母
が
な
く
、
芝
居
小
屋
の
子
役
と
し

て
、
周
囲
に
い
じ
め
ら
れ
な
が
ら
辛
く
暮
ら
し
て
い
る
少
女
で
あ
る
。
こ
の
姿

は
ク
ル
!
大
尉
を
亡
く
し
て
か
ら
の
セ

l
ラ
と
重
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
の
よ
う
に
登
場
人
物
ひ
と
り
ひ
と
り
に
セ

l
ラ
と
重
な
る
部
分
が
あ
る
。

『
学
校
の
花
』
は
昭
和
初
期
の
作
品
で
、
川
端
の
『
小
公
女
』
の
翻
訳
は
昭
和

二
0
年
代
後
半
と
、
『
学
校
の
花
』
の
方
が
早
い
時
期
に
書
い
て
い
る
た
め
、
セ

l
ラ
を
意
識
し
て
書
い
た
と
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
セ

l
ラ
に
つ
な

が
る
人
物
像
を
少
年
少
女
に
思
い
描
い
て
い
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、

物
語
の
終
わ
り
に
は
清
水
さ
ん
の
台
詞
の
中
に
、
「
あ
ど
け
な
い
、
美
し
い
心
は
、

ど
ん
な
こ
と
で
も
出
来
る
の
ね
え
。
」
(
二
二
四
頁
七
行
)
と
い
う
言
葉
が
あ
り
、

こ
れ
は
ま
さ
に
、
川
端
が
少
女
に
思
う
言
葉
で
あ
り
、
そ
し
て
セ

l
ラ
に
も
思

っ
た
こ
と
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

『
小
公
女
』
の
翻
訳
は
川
端
が
少
女
小
説
を
書
い
て
い
た
時
期
と
は
異
な
っ

て
く
る
。
し
か
し
、
『
小
公
女
』
は
翻
訳
が
さ
か
ん
に
さ
れ
て
き
た
小
説
で
あ
り
、

川
端
と
交
流
の
あ
る
菊
池
寛
や
伊
藤
整
な
ど
も
翻
訳
を
行
っ
て
い
た
こ
と
か
ら

も
、
自
身
が
翻
訳
を
行
う
前
に
も
読
ん
で
い
た
と
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

は
っ
き
り
と
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
に
し
ろ
、
川
端
の
作
品
の
中
に
早

く
か
ら
セ

l
ラ
の
よ
う
な
明
る
く
、
前
向
き
な
、
慈
悲
深
い
少
年
少
女
像
が
表

わ
れ
て
い
た
と
い
う
事
実
は
、
川
端
の
理
想
の
少
女
像
を
探
る
上
で
大
き
な
進

歩
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

q
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「
発
掘
人
」
と
し
て
の
川
端
康
成

川
端
康
成
の
作
品
に
は
代
作
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
既
に
先
行

研
究
な
ど
七
か
ら
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
も
少
女
小
説
の
代
作



と
し
て
有
名
な
の
は
、
『
乙
女
の
港
』
『
花
日
記
』
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
作
品
は

ど
ち
ら
も
「
少
女
の
友
」
で
連
載
さ
れ
た
里
恒
子
に
よ
る
代
作
で
あ
る
。

中
里
恒
子
は
、
一
九

O
九
(
明
治
四
十
二
)
年
、
神
奈
川
県
出
身
の
小
説
家

で
あ
り
、
厳
し
い
家
庭
に
育
っ
た
中
里
は
家
族
に
隠
れ
な
が
ら
執
筆
活
動
を
続

け
「
文
学
界
」
な
ど
に
短
編
を
掲
載
し
た
。
そ
の
不
遇
な
執
筆
状
況
の
中
で
横

光
を
通
し
て
川
端
康
成
ら
と
知
遇
を
得
る
。
昭
和
十
四
年
二
月
『
乗
合
馬
車
』

で
女
性
初
の
芥
川
賞
受
賞
を
果
た
し
た
経
歴
を
持
つ
女
性
で
あ
る
。

中
里
が
川
端
と
知
り
合
っ
た
の
は
昭
和
九
、
十
年
頃
で
あ
る
と
本
人
が
述
べ

て
い
る
。

私
が
初
め
て
川
端
氏
に
お
眼
に
か
か
っ
た
の
は
、
昭
和
九
年
か
、
十
年

か
、
さ
だ
か
で
は
な
い
が
、
そ
れ
か
ら
亡
く
な
ら
れ
る
ま
で
の
月
日
を
数

へ
て
み
る
と
、
よ
二
十
六
、
七
年
に
も
な
り
、
半
生
に
わ
た
る
と
い
ふ
の
も

大
仰
だ
が
、
あ
た
た
か
い
お
つ
き
あ
ひ
を
頂
い
た
。

対
判
斗
寸
叫
1
対
刻
刻
刻
叫
伺
朝
剖
1
剥
槻
吋
羽
日
制
寸
寸
司
叫
叶
叫

U
1樹
刑
同
日
日
制
叫
1
川
端
阿
寸
刻
引
、
過
ぎ
て
し
ま
へ
ば
月
日
は
夢

の
や
う
だ
と
言
ふ
が
、
私
は
夢
だ
と
は
思
は
な
い
。
み
ん
な
本
当
で
あ
っ

た
と
思
ふ
。
そ
れ
故
に
、
川
端
氏
の
死
に
は
、
言
ひ
ゃ
う
の
な
い
非
愁
を

覚
え
る
。

こ
れ
は
、
昭
和
四
十
七
年
六
月
「
新
潮
」
の
「
川
端
康
成
追
悼
特
集
」
、
「
川

端
康
成
の
死
に
思
う
こ
と
」
に
お
い
て
「
生
涯
一
片
の
山
水
」
と
題
さ
れ
た
中

里
に
よ
る
回
想
文
で
あ
る
。
中
里
自
身
が
述
べ
た
も
の
で
あ
る
た
め
ほ
ぼ
間
違

い
は
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
「
中
里
恒
子
展
」
略
年
譜
八
に
よ
る
と
昭
和
九
年
に

「
横
光
の
紹
介
で
川
端
康
成
と
知
る
」
と
あ
る
た
め
、
恐
ら
く
九
年
が
有
力
で

あ
る
。ま
た
、
実
際
に
川
端
と
中
里
が
交
流
し
て
い
る
様
子
は
書
簡
か
ら
伺
う
こ
と

が
出
来
る
。
『
川
端
康
成
全
集
補
巻
二
』
(
新
潮
社
、
一
九
八
四
年
五
月
)
に

よ
れ
っ
ぱ
一
九
三
六
(
昭
和
十
二
年
十
一
月
七
日
、
中
里
か
ら
九
川
端
へ
宛

て
ら
れ
た
手
紙
か
ら
、
一
九
四
五
(
昭
和
二
十
)
年
十
二
月
十
六
日
川
端
か
ら
中

里
宛
の
手
紙
が
残
っ
て
い
る
。
こ
の
中
か
ら
原
稿
に
関
す
る
書
簡
の
み
抜
き
出

し
て
み
る
と
、
川
端
か
ら
中
里
宛
の
手
紙
が
十
通
、
中
里
か
ら
川
端
へ
宛
て
た

手
紙
が
玉
通
で
あ
っ
た
一

o。
こ
れ
ら
の
書
簡
か
ら
は
『
乙
女
の
港
』
に
つ
い
て

川
端
が
指
示
す
る
様
子
や
、
そ
の
他
中
里
の
原
稿
を
み
て
指
導
し
て
い
る
師
弟

関
係
の
よ
う
な
様
子
が
伺
え
る
。

『
乙
女
の
港
』
が
中
里
の
代
作
で
あ
る
と
い
う
事
実
は
、
一
九
八
九
(
平
成

元
)
年
五
月
十
九
日
付
「
朝
日
新
聞
」
夕
刊
十
七
面
の
記
事
か
ら
明
ら
か
に
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
記
事
内
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
書
簡
か
ら
代
作
を
裏

付
け
る
言
葉
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
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刑
制
二
乙
女
の
組
お
言
葉
通
り
注
意
い
た
し
ま
せ
う
。
ど
ん
な
周
に
書
い

寸
も
、
i
引
制
寸
刻
同
は
寸
甘
討
引
こ
ん
な
わ
が
ま
ま
な
考
へ
が
私
に

あ
る
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

(
昭
和
十
二
年
九
月
十
八
日
付

中
里
か
ら
川
端
宛
)

と
あ
り
、
『
乙
女
の
港
』
を
中
里
が
代
作
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
と
言

h

え
マ
G
。⑨ 



百
い
て
ゐ
て
た
の
し
み
で
ポ
勿
論
虚
構
の
人
物
で
す
け
れ
ど
そ
の
人

物
に
私
の
思
っ
て
ゐ
る
こ
と
を
み
ん
な
さ
せ
て
ゐ
る
せ
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
(
昭
和
十
三
年
九
月
十
七
日
付
中
里
か
ら
川
端
宛
・
追
伸
よ
り
)

右
の
よ
う
に
、
中
里
は
『
乙
女
の
港
』
だ
け
で
な
く
『
花
日
記
』
も
『
乙
女
の

港
』
と
同
じ
よ
う
に
代
作
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
回
目
頭
部
で
「
代
作
は
ゴ

ー
ス
ト
ラ
イ
タ
ー
と
い
う
役
割
よ
り
は
、
師
弟
関
係
に
近
い
と
言
う
こ
と
が
で

き
る
」
と
述
べ
た
が
、
こ
れ
ら
の
書
簡
の
中
に
そ
の
師
弟
関
係
は
あ
ら
わ
れ
て

い
る
。
先
ほ
ど
引
用
し
た
通
番
④
の
書
簡
波
線
部
か
ら
は
、
中
里
の
川
端
に
対

す
る
全
幅
の
信
頼
が
読
み
取
る
こ
と
が
出
来
る
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
中
里
は

川
端
に
原
稿
を
見
せ
る
こ
と
を
頼
り
と
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
書
簡
の
⑨
、

⑭
で
は
中
里
が
川
端
に
自
分
の
原
稿
を
読
む
よ
う
に
依
頼
し
て
い
る
。
ま
た
、

川
端
も
『
乙
女
の
港
』
は
じ
め
中
里
の
原
稿
を
読
み
、
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を
し

て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
こ
か
ら
、
代
作
が
た
だ
の
ゴ
ー
ス
ト
ラ
イ
タ
ー
で

は
な
い
こ
と
が
言
え
る
だ
ろ
う
。

川
端
が
中
里
に
代
作
を
さ
せ
て
い
た
理
由
は
、
無
名
作
家
に
作
品
発
表
の
機

会
を
与
え
る
こ
と
が
大
き
か
っ
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
「
本
に
す

る
こ
と
」
「
売
れ
る
こ
と
」
に
重
き
を
置
い
て
い
る
。

⑥
一
二
月
ま
で
と
す
れ
ば
、
ア
ト
四
回
で
す
が
、
な
る
べ
く
十
一
月
中
に

全
部
お
書
き
下
さ
い
ま
せ
ん
か
。
村
吋
羽
村
同
1
4矧
利
引
料
引
周
凶
到
す

例
刻

1
4刈
叫
材
剃
リ
羽
け
リ
寸

1
よ
ろ
し
く
願
ひ
ま
す
。

(
昭
和
十
二
年
十
月
十
六
日
付
川
端
か
ら
中
里
宛
)

⑬ 

一
昨
日
文
庫
に
て
ま
り
あ
ん
ぬ
物
語
拝
受
、
(
略
)
大
変
結
構
に
存
じ
ま

し
た
(
略
)
ま
り
あ
ん
ぬ
物
語
を
終
曲
と
し
て
乗
合
馬
車
な
ど
の
一
聯

の
御
作
と
合
せ
銅
創
刻
圃
寸
削
捌
剖
剖
引
け
出
問
剖
剖
川
も
の
と
存
じ
ま

す

(

昭

和

二

十

年

十

二

月

十

六

日

付

川

端

か

ら

中

里

宛

)

こ
う
し
て
川
端
は
中
里
を
励
ま
し
、
作
家
と
し
て
身
を
立
た
せ
る
た
め
の
指

導
を
、
代
作
を
通
し
て
行
っ
て
来
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

お
わ
り
に

本
論
文
で
は
、
川
端
康
成
の
少
女
小
説
を
概
観
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
伊

藤
整
と
の
『
小
公
女
』
の
翻
訳
比
較
を
主
軸
と
し
て
、
少
女
小
説
に
お
け
る
川

端
の
代
作
問
題
に
つ
い
て
ア
プ
ロ
ー
チ
を
行
っ
た
。
川
端
と
少
女
小
説
界
の
つ

な
が
り
を
『
小
公
女
』
を
中
心
に
多
角
的
な
視
点
か
ら
見
て
来
た
が
、
川
端
は

少
女
小
説
界
の
発
展
を
願
っ
て
信
念
を
持
ち
な
が
ら
少
女
小
説
に
対
す
る
、
創

作
・
翻
訳
活
動
に
力
を
注
い
で
き
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
中
里
恒
子
の
代

作
が
「
朝
日
新
聞
」
や
書
簡
に
よ
り
明
ら
か
に
な
っ
て
か
ら
、
川
端
の
代
作
疑

惑
に
つ
い
て
は
し
ば
し
ば
問
題
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
が
、
も
う
一
度
川

端
康
成
が
少
女
小
説
界
に
果
し
た
功
績
を
改
め
て
聞
い
直
す
べ
き
だ
ろ
う
。

F
h
d
 

p
h
u
 

一
菅
聡
子
編
『
少
女
小
説
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
』
(
明
治
書
院
、
二

O
O
八
年
七
月
)

ニ
『
日
本
近
代
文
学
大
事
典
』
(
講
談
社
、
一
九
七
七
年
十
一
月
)

一
ニ
脚
注
五
に
同
じ

四
中
嶋
展
子
「
川
端
康
成
の
少
女
小
説
|
l
『
少
女
倶
楽
部
』
掲
載
作
品
の
素
材
を

中
心
に
|
|
」
(
「
岡
大
国
文
論
稿
」
三
十
七
、
二

O
O九
年
三
月
)

五
筆
者
に
よ
る
。



六
以
下
『
学
校
の
花
』
の
引
用
は
全
て
全
集
十
九
巻
に
よ
る

七
川
勝
麻
里
「
川
端
康
成
『
コ
ス
モ
ス
の
友
』
は
中
里
恒
子
代
作
か
|
|
川
端
『
純

粋
の
声
』
の
感
想
文
草
稿
を
手
掛
か
り
に
|
|
」
(
「
明
海
大
学
教
養
論
文
集
」
二
十

号
、
二

O
O九
年
十
二
月
)
に
詳
し
い

八
『
中
里
恒
子
展
』
(
神
奈
川
近
代
文
学
館
、
神
奈
川
文
学
振
興
会
、
一
九
八
九
年
)

九
差
出
人
名
は
「
中
里
」
で
は
な
く
旧
姓
の
「
佐
藤
」
に
な
っ
て
い
る
。

一O
日
付
が
飛
ん
で
い
た
り
、
往
復
形
式
に
な
っ
て
い
な
い
の
は
恐
ら
く
紛
失
な
ど

の
理
由
か
ら
現
在
で
は
書
簡
を
確
認
で
き
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

一
一
丸
囲
み
数
字
は
資
料
編
表
四
の
通
し
番
号
に
よ
る
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